
バイオマスタウン構想のねらいは？

キーワード ： 情報の共有と連携

・地域内で ⇒ 地域のバイオマスを総合的かつ効率的に利用するために、地域全体での取組が必要

・関係府省間で ⇒ 関係府省で情報共有を進め、地域の取組に対する連携した対応

・全国の市町村間で ⇒ インターネットによる先進地域の情報発信、近隣の地域との連携

市町村から提出された「バイオマスタウン構想」は、関係府省で共有され、バイオマスタウンの基準
に合致している場合には、バイオマス情報ヘッドクォーターにおいて公表される。関係府省は、バイオ
マスタウン構想の実現に向けた地域の主体的な取組が進展しやすい環境の創出を図る。

枠組み

+ＮＰＯ、大学等

・ 構想書の作成
・ 主体的な取組

バイオマス情報
ヘッドクォーター

都道府県

・バイオマスタウン構想の公表
・バイオマスタウン関連情報の充実

情報支援

情報共有

内閣府、総務省、文部科学省、農林水産省、

経済産業省、国土交通省、環境省

・

バイオマス・ニッポン総合戦略推進会議

事務局（農林水産省）

★ 構想書の内容が基準に合致している
かの検討

★ 情報の共有と連携

農政局、森林管理局、漁業調整事務所、

経済産業局、整備局、運輸局、

環境対策調査官事務所 等

地方ブロック連絡会議

窓口（農政局）

★ 情報の共有と連携
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